
　
ぺ
ん
て
る
株
式
会
社
（
石
垣

淳
一
社
長
、
東
京
都
）
は
、
３

月
17
日
に
、
４
月
１
日
付
け
で

法
人
名
（
商
号
）
を
「
ア
ス
ト

ラ
ム
株
式
会
社
」
へ
変
更
す
る

と
発
表
し
た
。

　
同
社
は
、
プ
ラ
ス
株
式
会

社
（
今
泉
忠
久
社
長
、
東
京

都
）
の
グ
ル
ー
プ
企
業
と
し
て

そ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
事
業

の
一
翼
を
担
い
、
プ
ラ
ス
株
式

会
社
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
、
日
本
ノ
ー
ト
株
式
会

社
、
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
株
式
会

社
と
と
も
に
国
内
外
で
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
、
今

後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る

世
界
有
数
の
総
合
的
な
文
具

メ
ー
カ
ー
へ
の
変
革
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、
２
０
２
８
年

ま
で
の
期
間
に
お
い
て
ス
テ
ー

シ
ョ
ナ
リ
ー
事
業
の
段
階
的
な

統
合
を
進
め
る
。
な
お
、
セ
ー

ラ
ー
万
年
筆
は
、
上
場
企
業
と

し
て
独
立
し
た
法
人
と
し
て
の

運
営
を
維
持
す
る
予
定
。

　
商
号
変
更
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
そ
の
統
合
の
意
義
を
明
確

化
し
、
今
後
の
段
階
的
統
合
の

基
盤
と
し
て
、
プ
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
事
業

の
成
長
に
貢
献
す
る
た
め
、
と

し
て
い
る
。

　「
ア
ス
ト
ラ
ム
（
ａ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｍ
）」
は
、ラ
テ
ン
語
で
「
天

体
」
の
意
味
。
ラ
ス
コ
ー
の
洞

窟
壁
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
人

類
の
知
性
は
星
空
を
読
む
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
知

性
と
感
性
に
寄
り
添
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ー
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ
リ
ー
事
業
の

各
ブ
ラ
ン
ド
が
自
ら
の
事
業
ブ

ラ
ン
ド
の
輝
き
を
放
ち
な
が
ら

融
合
し
て
い
く
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
、
道
し
る
べ
と
す
る
。

　
ア
ス
ト
ラ
ム
の
公
式
サ
イ
ト

は
４
月
１
日
開
設
予
定
。

　
プ
ラ
ス
は
、
今
回
の
プ
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ー
事
業
の
段
階
的
統
合
及
び

連
結
子
会
社
の
商
号
変
更
の
理

由
を
発
表
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、ア
ス
ト
ラ
ム
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
全
世
界
に
お
い

て
、「
ぺ
ん
て
る
（
Ｐ
ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｌ
）」
を
事
業
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
展
開
す
る
と
と
も
に
、
プ

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ナ
リ
ー
事
業
の
統
合
基
盤
の
役

割
を
果
た
す
、
と
し
た
。

　
段
階
的
統
合
の
対
象
は
、
プ

ラ
ス
株
式
会
社
ス
テ
ー
シ
ョ
ナ

リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
、
ぺ
ん
て
る

株
式
会
社
、
日
本
ノ
ー
ト
株
式

会
社
お
よ
び
各
社
国
内
外
関
連

会
社
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
公

表
の
準
備
が
整
い
次
第
、
順
次

発
表
す
る
予
定
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
日
立

の
次
世
代
マ
テ
ハ
ン
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
最
新
鋭
の
物
流
拠

点
「
東
北
Ｉ
Ｄ
Ｃ
」（
宮
城
県

仙
台
市
泉
区
）
の
竣
工
を
３
月

17
日
付
け
で
発
表
し
た
。

　「
東
北
Ｉ
Ｄ
Ｃ
」
は
、
２
月

28
日
に
竣
工
を
迎
え
、
今
年
10

月
の
稼
働
に
向
け
、
設
備
の
構

築
・
テ
ス
ト
フ
ェ
ー
ズ
へ
移
行

を
進
め
て
い
る
。

　「
東
北
Ｉ
Ｄ
Ｃ
」
で
は
、
入

庫
か
ら
出
荷
、
在
庫
管
理
に
至

る
ま
で
、
倉
庫
内
作
業
全
体
の

最
適
化
と
高
度
化
を
図
る
た

め
、
異
な
る
メ
ー
カ
ー
の
設
備

を
統
合
制
御
す
る
、
日
立
の
統

合
型
マ
テ
ハ
ン
制
御
シ
ス
テ

ム
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」

を
導
入
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
商
品
を

作
業
者
の
元
ま
で
自
動
搬
送
す

る
仕
組
み
に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ

の
歩
行
時
間
を
短
縮
、
シ
ス
テ

ム
連
携
に
よ
る
拠
点
内
工
程
の

全
体
最
適
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
主
要
３
拠
点
（
首
都
圏
、

中
部
、
近
畿
の
Ｉ
Ｄ
Ｃ
）
の
実

績
平
均
値
と
の
比
較
で
、
拠
点

全
体
の
生
産
性
が
約
40
％
向
上

す
る
計
画
。
最
新
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
導
入
に
よ
り
、
最
大
27

万
Ｓ
Ｋ
Ｕ
の
高
密
度
保
管
を
実

現
す
る
。
ま
た
、
在
庫
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
自
動
管
理
に
よ
り
、

棚
卸
業
務
の
工
数
は
既
存
拠
点

と
比
較
で
50
％
～
70
％
削
減
さ

れ
る
見
通
し
。
標
準
規
模
の
拠

点
な
が
ら
、
主
要
拠
点
に
匹
敵

す
る
出
荷
能
力
を
確
立
し
、
東

北
・
北
海
道
エ
リ
ア
全
体
の
供

給
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
に
寄
与

す
る
。

　「
東
北
Ｉ
Ｄ
Ｃ
」

の
稼
働
に
伴
い
、

多
様
な
働
き
方
を

支
援
す
る
場
と
し

て
、
パ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
を
含
む
約

１
０
０
人
の
新
規

雇
用
を
計
画
。
作

業
空
間
は
、
現
場

の
声
や
他
拠
点
の

課
題
を
反
映
し
、

従
業
員
が
よ
り
健

や
か
に
業
務
に
従

事
で
き
る
環
境
を

追
求
。
具
体
的
に
は
、
大
型
高

効
率
空
調
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
徹

底
し
た
温
度
管
理
に
加
え
、
低

騒
音
型
の
コ
ン
ベ
ヤ
や
搬
送
自

動
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、

物
流
施
設
特
有
の
機
械
音
を
最

小
限
に
抑
制
。
一
般
的
な
オ

フ
ィ
ス
に
近
い
静
穏
な
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
心
理
的
ス

ト
レ
ス
の
低
減
と
集
中
力
の
維

持
を
図
る
。

　
一
方
、
現
場
に
従
事
す
る
人

を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
や
地
域

住
民
が
集
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
同
社
が

培
っ
て
き
た
働
く
空
間
の
デ
ザ

イ
ン
に
関
す
る
知
見
を
随
所
に

反
映
し
、
従
来
の
物
流
施
設
の

イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
。
休
憩
室
に

は
家
具
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
機
能
的
な
什
器
を
配

置
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
る
環
境
を
整
え
る
。

　
ま
た
、
単
な
る
物
流
拠
点
に

留
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
と
つ
な

が
る
場
と
し
て
、敷
地
内
に「
多

目
的
交
流
エ
リ
ア
」
を
設
置
。

教
育
機
関
や
地
元
企
業
と
の
連

携
に
も
活
用
可
能
な
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
設
計
と
し
、
雇
用
創
出

や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
。

　
株
式
会
社
キ
ン
グ
ジ
ム
（
木

村
美
代
子
社
長
、
東
京
都
）
の

「
ク
リ
ア
ー
ホ
ル
ダ
ー
　
薄
口

７
３
５
Ｈ
10
」
が
、
経
済
産
業

省
等
が
定
め
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律
（
プ
ラ
新
法
）」

に
基
づ
く
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
製
品
設
計
指
針
」
に
則
し
た

認
定
認
定
を
取
得
し
た
。

　
プ
ラ
新
法
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
再
生

材
の
利
用
を
促
進
し
、
循
環
型

社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
２
０

２
２
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
。

　
今
回
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は

①
製
品
本
体
お
よ
び
包
装
袋
に

無
色
透
明
の
再
生
Ｐ
Ｐ
（
ポ
リ

プ
ロ
ピ
レ
ン
）
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
材
料

に
イ
ン
ク
に
よ
る
印
刷
を
施
さ

ず
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
設
計

と
し
て
い
る
こ
と
③
製
品
本
体

お
よ
び
説
明
書
に
材
質
表
示
を

行
い
消
費
者
へ
の
周
知
に
努
め

て
い
る
こ
と
な
ど
の
点
が
評
価

さ
れ
た
。

　
銀
座
ロ
フ
ト
は
、
３
月
17
日

～
４
月
16
日
ま
で
、
１
階
特
設

会
場
、
５
階
文
具
売
場
特
設
会

場
で
、
三
菱
鉛
筆
創
業
１
４
０

年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
　
ｉ
ｓ
　
ｕ
ｎ
ｉ
ｑ
ｕ

ｅ
．」
を
開
催
し
て
い
る
、

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、“
人

生
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
選
ば

れ
る
筆
記
具
で
あ
り
た
い
”
と

い
う
想
い
を
込
め
、
書
き
味
や

デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
ギ
フ
ト
や

ノ
ー
ト
と
の
組
み
合
わ
せ
な
ど

多
様
な
視
点
か
ら
選
べ
る
約
３

０
０
種
類
の
筆
記
具
を
展
開
。

さ
ら
に
、
３
月
発
売
の
新
製
品

「
ユ
ニ
ボ
ー
ル 

ワ
ン 

３
」
や

イ
ベ
ン
ト
限
定
カ
ラ
ー
の
「
ｕ

ｎ
ｉ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
　
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

　
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｏ

ｒ
」
な
ど
も
登
場
。

　
５
階
文
具
売
場
で
は
、
ペ
ン

の
書
き
味
を
堪
能
で
き
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
３
月
28

日
に
「
ｕ
ｎ
ｉ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
　
Ｚ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」
で
好
み
の
カ
ラ
ー

の
便
箋
と
封
筒
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
き
、
シ
ー
リ
ン
グ
ス
タ
ン

プ
で
封
を
す
る
、
レ
タ
ー
作
成

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
４

月
４
日
に
は
、
描
く
過
程
も
動

画
で
見
せ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

小
野
裕
人
さ
ん
に
よ
る
描
き
下

ろ
し
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
、
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ

Ａ
で
自
由
に
色
塗
り
が
で
き
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し
て

い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
全
日
本
文
具

事
務
用
品
団
体
総
連
合
（
宮
城

邦
弘
会
長
）
は
傘
下
の
組
合
や

関
連
団
体
を
網
羅
し
た
26
年
版

業
界
団
体
名
簿
を
刊
行
し
た
。

全
文
連
が
業
界

団
体
名
簿
刊
行

ク
リ
ア
ー
ホ
ル
ダ
ー
薄
口

プ
ラ
新
法
に
基
づ

く
設
計
認
定
取
得

〇
…
キ
ン
グ
ジ
ム

設
計
認
定
さ
れ
た
ホ
ル
ダ
ー

三
菱
鉛
筆
140
周
年

の
記
念
イ
ベ
ン
ト

〇
…
銀
座
ロ
フ
ト

次世代マテハンシス
テム導入

日立の

コクヨ東北 IDC 竣工

庫内の生産性 40％向上

コクヨの最新鋭物流拠点「東北 IDC]

ア
ス
ト
ラ
ム
株
式
会
社
に

４
月
１
日

ぺ
ん
て
る
が
社
名
変
更

事
業
統
合
の
基
盤

ブ
ラ
ン
ド
は
継
続

〇
…
プ
ラ
ス


